
デジタルアーカイブで
ご覧いただけます

▲貴平村絵図 万延元年（1860）の天竜川の洪水の状況が記されて

います。大囲堤と内囲堤を越えて貴平村（現・中央区貴平町、常光町、

恒武町、流通元町）へと押し寄せる水流と北側から押し寄せる水流が水色

で描かれます。また、絵図中央付近の貼紙の下には「此辺流家数拾軒」と

記されており、多くの家が流されたこともわかります。



浜松市文化遺産デジタルアーカイブ 江戸時代の洪水の記録

江戸時代、天竜川流域の村々は度重なる洪水に悩まされました。こうした洪

水の状況を記録した絵図や古文書が残されており、浜松市文化遺産デジタル

アーカイブにてご覧いただけます。

▲上小島村絵図

この絵図は、江戸時代の終わり頃の上

小島村（現・浜名区中瀬）の洪水被害を

記しています。絵図下側（四角に囲った

ところ）をみると「流家」という表現で

天竜川の洪水で流された家が示されてい

ます。また、天竜川との境に設けられた

堤には、「切所」（丸く囲ったところ）

と記され、洪水によって堤が押し切られ

たことがわかります。

川越島村（現・中央区国吉町）など天竜川下流域の村々から中泉代官所へ出された元文5年

（1740）の願書には、一昨年の午年、満水（洪水）により田畑が土砂に埋もれてしまったこと

が記されています。

▼乍恐書付を以奉願上候

▲高津儀一 著 『土木工要録』附録(1冊) 有隣堂 1881
国立国会図書館デジタルコレクション
https://dl.ndl.go.jp/pid/846087  より

洪水対策の一つとして、築堤の

ほか、川の流れが速くなっている

部分を安定させたり、堤を保護す

るための水制・護岸施設が設けら

れました。例えば、菱牛は、四本

の木を方錐に組み、竹で編んだ籠

に石を詰めた蛇籠をのせて沈めた

もので、水勢を弱め堤を保護しま

した。

ひしうし

じゃかご
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詳細はこちらから↑


